
立正大学　橘花祭入り口

発行／立正大学校友会◆ ◆
～ホームカミングデー in 橘花祭～ 開催のご案内
校友会費B納入者一覧
令和元年度校友会主催講演会採録
物故者追善法要開催報告・同窓会会長のご挨拶
同窓会定期総会開催報告
150周年記念事業募金
同窓会支部総会開催報告・同窓会支部活動報告・卒業生の活躍情報
立正大学同窓会・校友会共催開催報告
令和元年度立正大学橘会定期総会報告・令和元年度校友会保護者懇談会開催報告
平成30年度郵政会事業報告および決算報告・令和元年度事業計画および予算
INFORMATION
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お寄せ頂いた会費につきましては、「掲載不許可」でご連絡を頂いております方以外の方の都道府県・氏名を掲載しております。何卒ご了承くださいますようお願い
申しあげげます。校友会費Bのご案内につきましては、本紙巻末INFORMATION内の『2019年度校友会費B（卒業生・現元教職員等会費）のご案内』をご覧下さい。

◆北海道◆
氷見谷洋一
中村啓承
井澤文行
豊田芳郎
大山元司
今裕
西田則夫
塚本信樹
合瀬元貴
合瀬公景
釋ひかる
釋英義
宮崎千博
村椿幸二
釋英照
伊東正明
河関香寿美
室伏見秀
藤川いく子
岡島省一
奥田勝昭
三浦海慧
阿部潤一
宮﨑千博
浜崎智淳
神田智玄
廣瀨惠清
廣瀨惠伸
今野公一
関冠学
久富一夫
眞神勇
須藤昌章
須藤幸子
大越淳也
横田定美
磯尾延行

◆青森県◆
間宮康文
楠美隆嗣
齊藤誠悦
津軽随至
小山田和正
品田均
角田堯淳
澤口公孝
成田精市

◆岩手県◆
川村均
田鎖英明
宇野智謙
村野栄司
佐藤好勇
藤原耕道
遠藤純子
及川宏
涌田広重

◆宮城県◆
布施東吉
佐藤謙一
阿部邦英
櫻井信也
佐藤泰宣
四　健彦
佐藤周

◆秋田県◆
工藤利典
岩谷宣行
伊藤弥
髙橋葵
畑山喜久雄
齋藤雅夫
皆川典子
赤川真也
伊藤和智

◆山形県◆
今野隆
髙橋重志
佐藤毅
坂本本忠
原田智光
秋葉良一
鈴木明弘
池田孝司

◆福島県◆
佐藤良宗
伊藤広
菊田悟
浅野不二男
髙橋達雄
手島光
鈴木秀鳳
猪俣浩
永沼直好
水添博
橋本諭一郎
清水啓太
小林智厚
小林智英
今泉透一
佐瀬栄
川名努
佐久間法静

◆茨城県◆
清水香織
泉隆之
国谷昭一郎
大林由美子
柴田幸二
田口茂
槌田浩幸
風間教陽
遠山智隆
峯岸伸一
佐藤正人
加藤文夫
長谷川玄應
小菅大康
飯塚恭孝
岩崎良文
中村三喜
河原亮
杉山忠彦
石井晋太郎
天谷俊一
高倉瑞郎

◆栃木県◆
西口玄修
齋藤邦昭
三上隆敏
大島一人
松村厚子
吉井榮一
塩沢俊則
荒居養雄
笠原俊一
飯野博之

◆群馬県◆
渡井大貴
栁沢博文
矢島千乃
永澤義弘
松井雄三
後藤信也
宮﨑広保
渡辺豊
柳澤博文
木暮百合恵
佐藤洋
長沼克弥
赤岡正規
須田雅行

◆埼玉県◆
荒井啓志
渋谷昌利
田野口和也
鷲尾祐喜義
佐藤弘道
金子幸司
宮崎憲田
下田雅之
永田榮計
佐山邦彦
石黒誠
岡野美佐子
戸部恵一
佐藤八郎
濱田文護
野辺とに子

小山久夫
眞野初
田島初雪
大津芳之
　池博子
高橋康司
栗田純一
吉富明義
下鳥豊
設楽健士
長堀明英
石井亨
小林と志子
時松友二
高橋精一
野呂文人
奥山進次
上村三郎
渡邉美都
小林健次郎
須田知樹
新谷崇
小山和香
佐久間晴代
柿澤保幸
村木学
鈴木順浩
山川澄男
新井守
鈴木次男
柴崎勇
岩崎晴典
吉澤寿子
逸見光久
臼井正
福岡司
小久保英雄
桐谷光男
田中高弘
多中友行
檜山正夫
秋山和広
山﨑光洋
戸部惠一
宮地達宏
樋口景吉
𡈽方功
小宮忠之
山本享
木村亞人
杉浦健一郎
柿沼房雄
星光喩
今井一忠
関根裕子
扇谷剣
松田洋昭
村井惇匡
須加晃仁　
加藤賢一
鈴木規夫
中島厚存
老本理恵
高橋弘美
小林正博
横田純
德世光司
菅原政範
柴崎健
高縁安一

◆千葉県◆
中山光治
影山信雄
大橋一雄
池田浩仁
鈴木仲洋
正木達哉
西村和男
山崎崇弘
三浦俊一
二宮將泰
中村廣己
田中周瑞
田中周峰
飯塚通允
宮本達也
今関幸男
三上一雄
池田善久

堀内孝司
中井鳳孝
中村二郎
室田眞利
萩野泰継
児玉俊常
豊田雅之
金木拓也
松本照朗
鈴木良知
岡本篤人
尾崎敏明
野平直克
藤崎宏道
高橋桂子
西田勝馬
齊藤岐代未
青木春夫
大森俊栄
田中貞真
田中貞龍
大木正
正司博徳
櫻井明子
十文字佐太吉
山田武男
横山幸永
櫻井智照
今木寛乃
星野栄
小山善之
泉英樹
木内健一
服部英司
森良
上村貞雄
川村治
太田典義
安田幹夫
渡辺照敏
小畑文誠
庭田純一
鵜澤貫秀
三好茂隆
片岡邦雄
吉田弘
池田浩仁　
鈴木秀明
髙橋総仁
二宮由泰
大沢善正
大沢正教
麻生文雄
池上善教
竹田軍郁
勝田紀彦
岡野久
石川文英
天目石一也

◆東京都◆
油井永式
越野延恵
田中寛
肥後吉実
近藤善敬
棚岡松夫
中村哲也
栗田幸治
井口範英
國井敏且
矢野真三
望月兼雄
喜本真一
上村裕
田邉尚志
杉村大介
安藤育徳
二ノ宮啓吉
大塚信美
稲松和子
橋本重喜
巨海信博
村山一幸
松田勝弘
岩本順和
中村樹
森田直子
小泉雅子
長澤京子

長屋伸
関口彌壽雄
中沢信一
石原秀明
中村信子
古桑リラ
初見達郎
水谷清
津村正信
津村正康
峯岸邦夫
神博充　
須藤辰彦
白井荘一
漆原正保
田中祐一
水間覚代
坂井成一
高橋公三子
花川妙華
白沢清
久保田正尚
津賀仁
彌信道
竹内覚
新井恵裕
葉名尻竜一
椿太
石井富美子
目﨑康雄
坂誥秀一
白井和樹
桃井西郎
今村泰子
風岡稔
近江正典
岩田宏之
片受靖
床爪晋
鈴木茂之
小林浩茂
米田欣司
坂本巳由
大島芳材
高木誠子
田中純
藤岡明房
島崎康夫
猿山保
浅野元紀
潮田恒明
早川典久
丸山佐市
横山裕
生松茂
今井正行
佐藤孝
原田忠彦
大野惠弘
野坂法雄
花島省悟
杉野武次郎
福井正晴
藤本幾久
外山寛穂
鶴田洋一
髙橋秀郎
櫻木光司
吉田光康
安井美佐江
永井啓文
川上滿里子
石井三郎
岡部禎司
竹内洋岳
三上恵司
内山智弘
山本玄勝
飯沢伸一
川崎厚子
立川武男
日下正巳
伊藤伸一
池田真一
吉田尚英
長井勝彦
大野高史
廣川一夫
松野好一朗
岡部光謙

岡昭治
岸由晴
西義雄
三吉廣明
松下世雅
芳田守
関口弥寿雄
鈴木海修
清水賢治
大崎百合子
飯塚四郎
山内実
河又浩昭
藤井賢次
吉田斉史
宮下正
町田浩一
柴賢悟
鈴木達明
齋藤智也
神川清
福田良行
宮本雄太
桑本のり子
吉川哲夫
渡辺新語
戸田一誠
森健二
吉田光次
稲井司
田坂裕章
荒居妙蓉
渡邉彰良
織田次朗
矢口勝博
小出茂昭
髙田詩音
梅原安通史
王在喆
東信義

◆神奈川県◆
三澤金一郎
内田美智子
大山良子
尾幡光久
鈴木恒美
中原健次
金丸誠
山本滋雄
麻生輝男
渡辺英志
手呂内安雄
齋藤継弥
髙橋和宏
稲真珠
横須賀成良
石井耀心
磯﨑至
田中良平
二瓶恵子
堀田良明
松村三功
二瓶直幸
提箸利男
大谷地清隆
肥田泰敬
奥山純夫
東山勉
向井孝允
中山茂
佐藤力
石井亮一
多賀俊一
川原くに子
山﨑和海
松本慈恵
浅井慶信
加藤成一
吉田邦男
萩原幸男
島貫松江
中野隆雄
奥村悳一
佐川篤志
増田幸静
今修司
平塚隆
丸島光雄
渋谷直孝

小田切健樹
藤田秀雄
中西本孝
佐藤則光
永沼光一郎
上村亘
斎藤良博
脇本譜次男
渡邉英岳
山田茂
高木照子
入澤充
稲眞珠
林浩之
森本宏
竹内成行
藤原賴親
髙橋隆一
倉多亮修
平本俊弘
内山一明
堀内良明
国府田義昭
坂下継男
森田喜久
柳川仁江
金井義博
小原峯央
山本惠紀
須藤教裕
瀬戸壮一
平沢敏夫
金子竹成
小川浩正
由本健二郎
内藤潔
加藤和夫
藤井琴理
菅野光昭
高橋和也
黒田昭司
長崎明
高橋秀雄
金野正秀
長澤隆大
高橋和也

◆新潟県◆
澁谷文崇
佐藤幸一
宮澤泰成
小林謙一
飛田泰二
佐藤要一
棲井辰哉
吉田存祐
村山成明
渡邉剛義
寺澤正夫
八木豊
竹内孝浩
八木好淳
鈴木正喜
和栗昌夫
村田祐一郎
中町理
佐藤久美子
秋山文孝
高橋深和
田邊円祥
関秋光
渡辺謙治
三上清隆
村田太
山田正毅
宮澤順教
近藤玄省

◆富山県◆
荒井美浩
村井一仁
助重雄久
藤田富士夫
堀田正雄
本林弘吉
中山博昭
清水浩二

◆石川県◆

坂本哲治
永田一孝
飯田毅

◆福井県◆
岩谷恭弥
中村龍央
清水優
末富攻

◆山梨県◆
渡辺寛勝
苅込義旺
内野日総
秋山湛眞
仲澤浩祐
佐々木延雄
内野光智
望月海淑
渡辺秀子
朝比奈玄馬
町田英昭
菊地是宗
米山徳彦
柴田秀章

◆長野県◆
中野秀治
小林恵美子
大野正訓
神田孝夫
小林雅美
福島隆雄
岡田晴雄
丸山務
石合祐太
佐藤一郎
渡辺忠信
小林英夫
小倉光雄
倉石康成
池田龍珠

◆岐阜県◆
柿下佳成
三尾啓人
矢野義己
井道哲志
矢野忠臣
立川龍哉
田中卓司

◆静岡県◆
田畑道権
鈴木孝志
清宮是勇
島田哲生
渡邉洋子
佐野湛要
川手海正
門奈三喜
木村光正
鎌倉靖利
五十　照恵
望月真澄
菊地潔
則武海源
瓜島信行
杉村綾充
大塚卓弥
福島東
竹内敏述
旭日重
加藤真澄
大石純厚
伊藤通明
古田芳郎
木村政彦
遠藤是秀
狩野吉利
廣崎本幸
太田芳伸
兼高裕
林佑哉
佐藤孝治郎
深沢勇一
八木利定

◆愛知県◆

松永寿遠
渡邉考哲
深沢友延
深沢友遠
小久保要子
三浦弘喜
濱田修之
服部智謙
服部智康
伊藤友謙
山川潮暎
山川潮悦
川本英貴
石黒泰良
石黒友寛
石原俊彦
渡辺宗敬
吉田嘉尚
市川潮浄
伊藤守温

◆三重県◆
奥村克司
坂倉浩二郎
服田英一
林裕行
武藤亮磨
長谷川諒
伊藤裕季也

◆滋賀県◆
濱敏子　
杉本正光
市橋茂男
四戸雅巴
福山賢修
中紙賢孝
西河内靖泰

◆京都府◆
石田良正
伊丹栄彰
中山昭夫
長谷川正法
堀田泰盛
藤原良恭
三木天道

◆大阪府◆
興田敏夫
中西誠
松葉善太良
山中進
二ノ丸覚玄
山田玄精
井上茂
山尾啓聖
鈴木日巧
岡部泰鑑
輿田敏夫

◆兵庫県◆
佐竹英文
三好一行
菊田俊淨
田丸喜代次
山本惠彦
小出信篤
日野学哉
増田秀充
草壁尚也
藤井啓真
松岡博幸
大上雅紀
田村正夫
安積尚秀
中西桂太郎
山本恵彦
石堂恵眼
山田修司
菊田俊浄
稲月修
滝本力
若林智龍
河村瑞栄

◆和歌山県◆
堀雄幸
中井克樹
杉若哲司

◆鳥取県◆
榎尾稔
石谷順一郎
下村豊
榎尾稔正

◆島根県◆
錦織勣夫
永井正智
土井一顕
堀江禎正
堀江瑛正
蔵本知宏
米田宣雄
永井康隆
原田宏
樋野智之
田平光正
白根裕文
伊豫宣成

◆岡山県◆
加藤倫司
大塚容二
都守哲慈
近重智雄
安井智賢
吉田健次
衣笠通亮
練尾哲志
石井英徳
八木大慈
廣本榮史
松本誠
永山修

◆広島県◆
鈴木省三
多嶋善孝
室積幸生
小林信行
佐々木信之
長野昭雄
鹿内要秀
佐伯恵珖
黒田元
髙﨑昭文
吉村均
奥崎昭三
関口一清
髙﨑寛昭
西嶋崇明

◆山口県◆
西嶋好文
藤いね子
大庭祥秀
藤井豊子
林幸功

◆徳島県◆
須惠泰正
森岡豊
鈴木宏
坂東正幸
増居定
三好敏夫
藤原学
音瀬泰彦
井馬有輝

◆香川県◆
内海伸彦
多田委晋

◆愛媛県◆
森佳範
竹田利夫

◆高知県◆
渡邊泰秀
吉岡康雄
福原文子
金子道男
髙橋正和
岡本桂典
浜田俊人

◆福岡県◆

藤川治良
上田智良
桃崎英伸
小河原昌彦
江崎正和
茶園司
田中潮佑
工藤統久
栗原正典
二宮実
成田康彦
田中潮順
鵜澤恭温
一瀬安弘
鈴木陽一郎
瀧津伸
向野正弘

◆佐賀県◆
小石前昭
井手清敏
永石義雄

◆長崎県◆
立石隆教
寺澤次雄
永野泰久
堀田泰基
堀田泰淳
柴山元師
森良昭
木寺浩三
佐藤靖弘
山田浩文
本田重之
梶原北天
梶原一乗
今泉智陽
今川亮生
吉村政嗣
田川邦雄

◆熊本県◆
竹本隆盛
川口慈教
山田初喜
加島翼
森田真吾

◆大分県◆
土岐光
久長修治
阿南哲也
清松敏秀
椎原正昭
安部征夫
伊東祐一
小野泰秀
佐藤良二郎
宮添邦子

◆宮崎県◆
川田新郎
小野睦一
黒木報源
瀬戸口長経
井上光幸
清本英義

◆鹿児島県◆
尾上道雄
鮫島義昭
森田真吾
平岡正見
東茂久
中川原正

◆沖縄県◆
渡具知武和
崎浜靖
宜寿次均
小渡敬一
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　初めまして、石川ミカと申します。このように
先輩の皆様の前でお話する事をとても緊張して
います。わかりやすく話していけたらと思ってい
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　障害のある私たちも皆さんと同じようにどこ
かに行って楽しみたい、美味しいものを食べたい、
友達と会ったり、といった事を願っている気持ち
は同じです。楽しみたいという気持ちは同じだと
いう事を心に留めておいて頂けたらと思います。

　ご覧いただい
ている写真は成
人式の写真です。
怪我をする前だ
ったので振袖を
着て立っていま
す。これが私が立っている最後の写真だと思い
ます。
　このあと、私は、1995年、通勤途中の駅の
階段から転落して首を損傷しました。損傷した
ため首から下が弱くなりました。
　怪我をした後、病院でリハビリをしました。こ
の時はリハビリをすればまだ歩けるのかなと思っ
ていました。しかし、歩けるようにはなりません
でした。
　私は事故で車いす生活になるまで車いすを見
た事がありませんでした。世の中に障害者という
人たちがいる事も知りませんでした。自分が当
事者になって初めてそういう人たちが社会にいる

石川 ミカ（いしかわ みか）氏
【2018年の活動実績】

PTR HILTON HEAD ISLAND Championship (USA)
Singles & Doubles best 4

USTA US OPEN (USA)
Singles best 16

Leibnitz Wheelchair Tennis Open (AUT)
Singles & Doubles Winner

Citta’ di Forli (ITA)
Singles best 4

German Open (BER)
Singles best 4, Doubles runner up

BNP Paribas Open de France (FRA)
Singles best 16, Doubles best 8

Open de Vendee (FRA)
Singles best 4, Doubles winner

【プロフィール】
　25歳のときに頸髄を損傷し、車
椅子生活に。勉強のためにカナダに
留学し、そこで開かれていた障がい
者スポーツの体験会で車椅子テニス
に出会う。
　はじめは2～3ヶ月に1回程度楽し
むレクリエーションだったが、動画
でトップ選手のプレーに感動し、本
格的に取り組み始める。

【本人からのメッセージ】
　一番の目標であるキャリアベスト

の更新を目指して練習を頑張ります。
またいつも様々な場面で助けていた
だいていることに感謝し、私も社会
貢献できるように努めたいと思います。

【講演内容】
1.車椅子テニスの紹介
2.車椅子利用者の日常生活から考え

る誰もが活き活きと暮らせる社会
の実現について
る誰もが活き活きと暮らせる社会
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事を知りました。
自分がその立場
になって初めて、
できない事の多
さに気づきまし
た。外に出てい
けない、困った
事がたくさんあっ
て、どうしたらい
いかわからず戸
惑いがありまし
た。勤めていた
会社も通勤できないでしょうと解雇されました。
まだ25歳です。
　このまま家に閉じこもって一生を過ごす事はで
きない。福祉を学ぼうと、社会福祉学部のある
大学に戻りました。

伴侶との出逢い
　大学に戻り、そこで大学院生の彼と出逢いま
した。彼は生まれつきの筋ジストロフィーという
病気でした。進行性の病気で筋肉が徐々に弱っ
ていき、車いすに乗った生活をしていて、お互い
に色々な影響を受けました。彼は生まれながら
の障害、私は途中からの障害です。彼は生まれ
つきだったので色々な事ができなくて当たり前、
私はある日突然できなくなったという違いがあり
ました。
　私は彼と色々
話しました。私
を変えてくれた
のがこの彼でし
た。「物理的にで
きない事は仕方

がない。でも社会には健康な人たちがたくさん
いる。困った時にはその人たちにお願いする勇気
も必要ではないか。もちろん当たり前ではない
ので、できる事は自分たちでして、社会貢献もし
て、でもできない事はできないのだから、その
部分は助けてもらいながら人生を楽しんでいこう」。
と言ってくれました。
　二人は結婚する事になりました。二人共障害
者で車いすに乗っている事で周りからは反対され
ましたが、ヘルパーさんに来てもらい、家事を手
伝ってもらえば何とかなると説得して結婚しました。
実際に何とかなりました。できない事は勇気を
持って周りにお願いする。それも生きていく上で
必要な事だと思います。

障害者の存在を知らない人が多い
　怪我をする前の私がそうだったように、障害
者と接した事がない人、見た事がない人が多い
のです。知らない事が当たり前です。それは悪
い事ではないと思います。このように障害者で
ある私が話す事で知って頂けると思います。こう
いう場を増やしていって、私たちの存在を知って
もらう。私たちも皆さんと一緒に人生を楽しんで
行きたい気持ちは同じだと伝えていけたらと思い
ます。

あるレストランでの出来事
　亡くなった夫とドライブ中におしゃれなレスト
ランを見つけました。入ってみたいが、二人の
目に入ってきたのが入口の2～3段の階段でした。
私は階段があるから無理だと思いました。でも
彼は私と違いとても勇気のある人でした。「10段、
20段、2階、3階なら難しいが、2～3段じゃないか。
お店の人に抱えてもらえば入れるよ」と、外から
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手を振って「すみま
せん」と声をかけま
した。お店の人が出
てきて抱えてくれま
した。おかげで美味
しいご飯を食べる事
ができました。設備
面のバリアフリーは
お金も時間もかかり、
すぐには直せるもの

ではありませんが、人介戦術であったり、人の心
であったり、そういうもので乗り切れる事がある
と思います。

トイレの問題
　私たちが外出する時に一番心配するのがトイ
レです。トイレはとてもデリケートで、どこでも
できるわけではなく、我慢できるわけでもありま
せん。でも、大きな声で話せる事でもありません。
車いすで使えるトイレがある事はとても大切です。
最近は車いすで使えるトイレが新しくできた建物
には必ず付けないといけない法律もできている
ので、安心して外出ができるようになりました。
　
石垣島への旅
　とても寒い冬の日に、彼と「毎日寒いから、ど
こか暖かいところに旅行がしたい」と話していま
した。ネットで調べてみると石垣島はとても暖か
そうで綺麗な風景でした。そこで石垣島に行こう
と二人の意見は固まりました。
　石垣島に行くための飛行機のチケットを取り
ました。でも取ったあとに不安になりました。な
ぜかというと「島」なのです。電車やバスが走っ
ているかどうかもわからない。あったとしてもそ

れに乗れるかどうかもわからない。行ったはいい
が、写真にあるような所に行けないかもしれない。
そういう不安が出たので、慌ててホテルに電話し
ました。ホテルの人もびっくりして「二人とも車い
すで、介護の人もなく、二人だけで来るのですか？
ちょっと難しいと思います」と言われました。「でも、
飛行機のチケットも取ったし、石垣島はいいとこ
ろだと思ったので行きたいのです」と相談してみ
ました。するとホテルの人も「わかりました。こ
ちらでも調べてみます」と、社会福祉協議会に「車
いすに乗った障害者の二人が観光に来るけれど、
どういうふうにしたらいいか」と相談してくれました。
社会福祉協議会とホテルの人が何とか大丈夫だ
ろうという事になったらしく、私たちは石垣島に
向かいました。
　石垣空港は、建物と飛行機がタラップでつな
がっていませんでした。地上に階段で降りるよう
になっていて、その階段には車いす用の昇降機
が備えてありました。空港に着くと、何と社会福
祉協議会の職員とボランティアの方が来てくれて、
車でホテルまで送ってくれました。そして、石垣
島の観光地図を用意して、観光地に丸印を付け、
車いすが使えるトイレがあるかないかも調べてく
れていました。そのおかげで私たちは快適に観
光する事ができました。
　ホテルの方からも、「車いすに乗ったお二人が、
二人だけで石垣島に来てくれてよかったです」と
言ってくれました。社会福祉協議会、ボランティア、
ホテルの方々が連携を取ってくれた事が地元新聞
に載りました。

車いすテニス
　私は車いすテニスをしています。私は手の力が
弱いのでラケットを持った上からテーピングをし
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てラケットが 落
ちないように固
定してプレーを
しています。
　車いすテニス
は普通のテニス
と基本的なルールは同じです。唯一違うのは、
ツーバウンスで打っていいという事です。コート
の広さもネットの高さもボールもラケットも全て
一緒です。
　
車いすで困った時
　雪が降ったあ
る日 の 事 で す。
東京では滅多に
雪が降らないの
ですが、年に1～
2回降る事があり
ます。雪も5㎝位
積もると1ｍ進む
のに10分位かか
ります。その日
は私は電車で出
かけていました。
駅を出たら雪がたくさん降っていていました。家
まで数100ｍあるのにどうしよう。全然進まない。
すると女性が近づいてきて、「こんなに雪が降る
と大変ですね。進みませんね。どこまで行きま
すか？」と尋ねてくれました。「もう少し向こうな
のです」と言うと、その方が車いすを2～300ｍ
先の私のアパートまで押してくださって無事に帰
り着く事ができました。
　また、車いすの国内での大会で、テニス用の
車いすを押しながら新幹線を降りて在来線に乗

って最寄駅まで帰った時、雨が降り出ました。車
いすも押しているし、進まないし、滑るし、どう
しようという時に、近づいて来て押しますと言っ
て頂いた方がいて、アパートまで押してくれました。
　そういう事が私たちの生活を支えてくれます。
車いすだけではなく、視覚障害、聴覚障害、高
齢の方などにも、困っているかなと思ったら、「何
か手伝いましょうか」と一声かけて頂けると、私
たちもお願いする勇気が出ます。実は自分から「○
○をしてください」とお願いするのはすごく勇気
がいるのです。最近はだいぶ言えるようになりま
したが、彼と出逢った頃はお願いするなどという
事も、声をかける事すらできませんでした。
　皆さんから「大丈夫ですか。何か手伝いましょ
うか」と言って頂けると本当に助かります。

最後に
　皆さんと楽しみたいという気持ちは一緒です。
物理的に難しい部分は助けてもらいながら、お
互いに協力し合いながら、共に楽しんで人生を
送っていけたらいいと思います。今日はありがと
うございました。



　このたび同窓会長を拝命いたしました。これか
ら3年間、同窓会運営に尽力してまいりますので、
会員の皆様、校友会報『たちばな』をご覧の皆様

には、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、私たちの同窓会は、今や会員数13万人を超え、大きく
発展をしてまいりました。そもそも同窓会は、昭和35年に創立
され60周年を迎えました。また、校友会は、平成21年に創立
されて10周年を迎えています。さらに、立正大学は、令和2年
に創立150周年を迎えます。今年から来年にかけては画期的な
時期にあたりますので、これを機にそれぞれ魅力ある組織の実現
に向けて、さまざまな事業を進めています。その一例として大学
は、「立正X駅伝・襷は未来につながっている（150周年記念事業）」
で大学駅伝への挑戦をスタートしています。
　一方、大学は厳しい環境におかれています。立正大学が数あ

る大学との競争に打ち勝って生き残っていくには、社会から選ば
れる大学・社会を変革する大学にしていく必要があります。その
ために大学は、質の高い教育カリキュラムを提供し、人間力の高
い有為な人材を社会に供給し続けるよう、自ら改革する必要が
あります。
　同窓会は、大学の置かれた状況を受けて、待ったなしの改革
に取り組まざるを得ない状況に直面しております。時代に先駆け
あるいは時代の変化にしっかり対応して社会を支え、改善してい
くことができる人材を揃えて、同窓会活動をより一層活性化させ
なければなりません。具体的には、学生に関心の高い就職につ
いて、野坂前会長の話された『入口・出口作戦』により、就職希
望者への支援を進めます。さらに、あらゆる分野で女性が活躍
できる場の構築への取り組み、同窓会員相互の情報共有を円滑
化し、同窓会活動に参加しやすい仕組みの構築を進めます。

　6月12日（水）に品川キャンパス５３２教室にて、立
正大学同窓会主催による、「立正大学物故者追善法要」
を行いました。
　導師を赤羽仏教学部同窓会長、副導師を熱田仏教
学部同窓会幹事、式衆・知堂を仏教学部同窓会の方々

がつとめられました。
　大学関係者はじめ、在学生、卒業生、地域の方々な
どの参列をいただき、立正大学に関わる全ての霊位に
祈りを捧げました。

同窓会役員法要の様子

須弥壇大学関係者
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　私は、「真実・正義・和平・変わる立正−未来への礎」を胸に、
立正大学を卒業したことに誇りをもって、同窓会活動に尽力した
いと考えております。
　最後に、良き伝統を次世代に引き継ぐ基盤を築かれてきた諸
先輩に感謝申し上げます。

　6月22日（土）ホテル雅叙園東京にて、令和元年度
立正大学同窓会定期総会を開催いたしました。学園か
ら望月理事長、古河理事、青戸理事、大学から、吉川
学長、大竹副学長、はじめ多くの来賓の方々にご臨席
賜りました。
　総会に先立ち、立正大学校友会主催記念講演会を
開催し、講師に石川ミカ氏（立正大学職員）をお迎え
し、「車椅子の視点から見える社会」と題し話を頂きま

した。
その後議事に入り、立正大学同窓会会長承認が行わ
れ候補者　齊藤岐代未氏の会長承認がなされました。
報告事項では、平成30年度の事業・決算報告・監査
報告等について報告がなされました。
　懇親会では各都道府県支部から提供された、支部
紹介パネルの展示、大道芸人つねむね氏の紙切りなど
盛会の内に終了致しました。

望月理事長の挨拶司会をつとめた西岡副会長 吉川学長の挨拶 野坂同窓会会長の挨拶

来賓

10年支部表彰 栃木県支部

受付

議長 副議長

同窓会各学部代表者

書記石川ミカ氏による校友会主催記念講演会
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議事の様子 前理事 集合写真

齋藤新会長の挨拶

パネル展示来賓

野坂前会長の挨拶 懇親の様子

物故者追善（玄題三唱）

集合写真
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　群馬県支部、東京都支部、愛知県支部よりご寄付を
頂きました。
　ありがとうございました。
　皆さまには本記念事業のご趣旨をご賢察、ご理解い
ただき、募金勧募にご協力を賜りますようお願い申し
あげます。
　昨今の厳しい経済情勢のなか、かようなお願いは誠
に心苦しい次第ではございますが、本学の建学の精神
発揚、輝かしい未来発展へ繋げてゆくために、絶大な
ご支援を賜れますよう謹んでお願い申しあげます。

【募金要項】
総事業費：150億円
募金名称：学校法人立正大学学園開校150周
年記念事業募金
募金目的：150周年記念事業の実施に要する資
金調達の為
募金目標額：15億円

【個人の方】
学生の方：１口3千円、一般の方：１口１万円
金額の多寡にかかわらず１口未満でも有り難く
お受けいたします。
複数口でのご協力をいただければ幸いです。

【法人・団体の方】
１口の金額は定めておりません。

募集期間：2018年1月～2023年10月末日

【詳しくはHPにて】
http://www.ris.ac.jp/150th/index.html

閉会のことば

校歌斉唱

つねむね氏による大道芸

料理

【募金要項】
総事業費：150億円
募金名称：学校法人立正大学学園開校150周
年記念事業募金
募金目的：150周年記念事業の実施に要する資
金調達の為
募金目標額：15億円

【個人の方】
学生の方：１口3千円、一般の方：１口１万円
金額の多寡にかかわらず１口未満でも有り難く
お受けいたします。
複数口でのご協力をいただければ幸いです。

【法人・団体の方】
１口の金額は定めておりません。

募集期間：2018年1月～2023年10月末日

【詳しくはHPにて】
http://www.ris.ac.jp/150th/index.html
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 【東京都支部】
◆ 5月25日（土）　
◆ 荒川区：ホテルラングウッド
◆ 講演会：「税制改正による相続税についてか」初見達

郎氏

【静岡県支部】
◆ 6月15日（土）　
◆ 静岡市：茄子の花 無庵
◆ 講演会：上瀬由美子氏（立正大学心理学部教授）

 

【山梨県支部】
◆ 6月22日（土）　
◆ 甲府市：山梨県立図書館
◆ 講演会：「世界遺産 富士山 山梨と静岡の昔からの文

化交流について」坂詰秀一氏（立正大学名誉教授）

【沖縄県支部】
◆ 8月16日（金）
◆ 那覇市：ダブルツリーｂｙヒルトン那覇首里城

【サッカー部試合応援報告】
◆ 8月4日（木）
◆ 熊谷キャンパス
　8月4日に関東大学サッカーリーグ戦の立正大学対明
治大学戦が行われ、埼玉県支部・群馬県支部・東京多摩支
部・千葉県支部の有志で応援にいきました。試合は3対1
となりましたが、
サッカー部の頑
張りをみること
ができ、素晴らし
い試合でした。
　試合終了後に
は、参加者にて
熊谷キャンパス
内にあるユニデ
ンスにて懇親会
を行いました。楽
しいひとときと
なりました。

4月1日発行 立正大学校友会報「たちばな」№41のP.9下
段「卒業生の活躍情報」で掲載致しました「交流の場～（仮称）

立正大学ＦＰ会」ですが、正式名称を「立正ＯＢ（Ｇ）ＦＰ会」
にて、 活動を開始致しました。既に大学ホームページにて掲
載致しましたが、改めてご案内致します。 今後は、卒業生・
在校生・教職員・地域の方等々に向けて、金融に関する知
識を広めて理解を深めるべく活動を、と考えおります。

詳細は【講演会・勉強会等々】を企画・運営予定です。 
ご賛同・ご興味のある方は是非活動にご参加下さい。

［問い合わせ先］ 【address】k-takahashi3386@docomo.ne.jp
 【携帯No.】090-7224-9044

◆ 高橋和也さん（昭和62年 経済学部卒業）
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保護者懇談会＆中部ブロック
地域校友の集いを開催いたしました。

　6月30日（日）長岡市にあります、ニューオータニ長岡にて、
立正大学校友会保護者懇談会新潟会場および立正大学同窓
会中部ブロック地域校友の集い合同懇親会を開催いたしま
した。
　保護者懇談会では吉川学長メッセージ、大竹副学長のご
挨拶、品川キャリアサポート課長による就職に関するお話が
あり、その後大学同窓会とご参加の保護者の方による合同
懇親会を行いました。
　合同懇親会では、新潟県支部長、新潟県在住卒業生、同
窓会役員、新潟県各地からご参加の保護者の方、大学から
の出張者と円卓を囲んでの懇親会となりました。卒業生の方
と保護者の方とのお話は、出身地の話からはじまり、就職に
関する話まで多岐にわたり、和気藹々と懇親を深め、その
後成績表に基づいての個
人面談がおこなわれまし
た。
　当日は大雨の影響によ
り、交通機関の運休など
がありましたが、参加予
定の方の欠席もなく有意
義な会となりました。

保護者懇談会＆四国ブロック
地域校友の集いを開催いたしました。

　7月21日（日）徳島市にあります、ＪＲホテルクレメント徳
島にて、立正大学校友会保護者懇談会徳島会場および立正
大学同窓会四国ブロック地域校友の集い合同懇親会を開催
いたしました。
　保護者懇談会では吉川学長メッセージ、大竹副学長のご
挨拶、品川キャリアサポート課長による就職に関するお話が
あり、その後大学同窓会とご参加の保護者の方による合同
懇親会を行いました。
　合同懇親会では、愛媛県支部長、香川県支部長、徳島
県・愛媛県在住卒業生、同窓会役員、四国各県からご参加
の保護者の方、大学からの出張者と円卓を囲んでの懇親会
となりました。卒業生の方と保護者の方とのお話は、出身地
の話からはじまり、就職に関する話まで多岐にわたり、和気
藹々と懇親を深め、その
後成績表にもとづいての
個人面談がおこなわれま
した。大雨の影響が心配
されましたが無事開催す
る事ができました。

保護者懇談会＆九州・沖縄・山口ブロック
地域校友の集いを開催いたしました。

　7月13日（土）北九州市にあります、リーガロイヤルホテ
ル小倉にて、立正大学校友会保護者懇談会小倉会場および
立正大学同窓会九州・沖縄・山口ブロック地域校友の集い
合同懇親会を開催いたしました。
　保護者懇談会では吉川学長メッセージ、大竹副学長のご
挨拶、キャリアサポートセンター部長による就職に関するお
話があり、その後大学同窓会とご参加の保護者の方による
合同懇親会を行いました。
　合同懇親会では、福岡県支部長、宮崎県支部長、福岡
県・岡山県在住卒業生、同窓会役員、九州各県からご参加
の保護者の方、大学からの出張者と円卓を囲んでの懇親会
となりました。卒業生の方と保護者の方とのお話は、出身
地の話からはじまり、就職に関する話まで多岐にわたり、和
気藹々と懇親を深め、そ
の後成績表に基づいての
個人面談がおこなわれ
ました。当日は大雨でし
たが、欠席者もなく予定
時間を延長しての会とな
り、有意義な時間となり
ました。

保護者懇談会＆北東北ブロック
地域校友の集いを開催いたしました。

　8月24日（土）盛岡市にあります、ホテルメトロポリタン盛
岡にて、立正大学校友会保護者懇談会盛岡会場および立正
大学同窓会北東北ブロック地域校友の集い合同懇親会を開
催いたしました。
　保護者懇談会では吉川学長メッセージ、大竹副学長のご挨
拶、キャリアサポートセンター部長による就職に関するお話が
あり、その後大学同窓会とご参加の保護者の方による合同懇
親会を行いました。
　合同懇親会に先立ち、各県代表者から同窓会活動紹介が
行われました。
　岩手県事務局長はじめ、青森県・秋田県同窓会役員の他、
岩手県在住卒業生、同窓会役員、岩手県・青森県各地からご
参加の保護者の方、大学からの出張者と円卓を囲んでの懇親
会となりました。卒業生
の方と保護者の方とのお
話は、就職に関するお話
がメインとなり、皆様熱
心にお話をされ懇親を深
めていました。その後成
績表にもとづいての個人
面談がおこなわれました。
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今年度より「校友会」主催の保護者懇談会となって最
初の地方開催でした。息子は４年生、就活真っ只中で
すので今年は夫婦で出席させて頂きました。

さて、懇談会は教職員の紹介から始まり、大竹副学
長のご挨拶、吉川学長によるビデオメッセージ、品川キャ
リアサポート小宮課長による「父母のための就職講座」、
最後に個人面談が行われました。そして当日は新潟県
支部同窓会役員の方々と昼食懇談会があり内容の濃い
ものとなりました。また、齊藤同窓会会長もお越しに
なられ各テーブルにご挨拶頂きました。

学長・副学長・同窓会会長のお話からは、子供達の
夢を叶えるために大学・同窓会等一丸となり支援、サポー
トする体制を感じ大変心強く、良い大学なのだなと思
いました。2022年150周年にあたり品川・熊谷両キャ
ンパス整備や新学部設置の説明があり、これもひとえ
に社会で活躍されている同窓生の方々あってこそと有難
い気持ちです。ぜひ息子達も受け継いでいって欲しいも
のです。また、さっそく新しい立正大学オリジナルグッ
ズの紙バッグに当日の資料が詰まっており新鮮でした。
「父母のための就職講座」ではキャリアサポートセン

ターの取り組み、進路状況、就活スケジュール、インター
ンシップについて説明がありました。

個人面談では履修単位のこと、卒業の見通し、就活
の様子を知り、安心することが出来ました。

この４年間参加させて頂いて、ご準備頂きました職員・
役員の皆様に感謝申し上げ、立正大学・校友会・橘会
の益々の発展を祈念致します。ありがとうございました。

新 潟 会 場

今年も、各地で保護者懇談会が始まりました。社会情勢の変化が激しい中、学生のおかれている環境は厳しいもの
となっています。その中で、大学の先生方より直接学修や就職についてお話が伺え、保護者同士の情報交換ができるのが、
この保護者懇談会です。ご参加された保護者の皆様からのお声を今回号と次号（1月1日号）にてご紹介いたします。

●日にち	：	令和元年6月30日（日）
●会　場	：	ニューオータニ長岡（新潟県長岡市）
●参加数	：	27人
保護者懇談会に参加して　内田大介・弘美(新潟県)

　令和元年度立正大学定期総会は去る6月9日（日）午
前11時より品川キャンパス石橋湛山記念講堂にて開催
されました。全国より360名の保護者の皆様のご出席
を頂きました。
　菊池稔副会長司会進行のもと開式され、先ず田中貞
真会長より挨拶、橘会の主な活動内容を説明されまし
た。来賓の御挨拶では望月兼雄理事長より、立正大学
は開校150周年に向けてより一層の発展に尽くしたいと
のご挨拶を頂きました。
　本年新たに就任された吉川洋学長からは、立正大学
の将来の発展に向けた思いをお話頂きました。
　その後、橘会奨励賞の授与式を行い、法学部社会学・

教育学ゼミナールに優秀賞が、文学部社会学科の青木
伸晃さんに選考委員特別賞が授与されました。
　その後、定期総会議事は慣例により田中会長が議長
となり議事進行され、平成30年度事業報告並びに決
算報告、監査報告、そして令和元年度事業計画案並び
に予算案が承認されました。
　役員改選の件では、副会長であった菊池稔氏が会長
に、会計監査であった山岡利匡氏が副会長に推薦され
承認、続いて常任理事、理事、会計監査、評議員が承
認され閉会となりました。その後、校友会主催保護者
懇談会が行われ、多くの保護者の皆様が引き続き参加
されました。
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令和元年度立正大学郵政会収支決算書
（期間：平成31年４月1日～令和2年3月31日）     　

科 目 令和元年度当初予算 平成30年度当初予算 増 減

構成団体助成費 1,000,000 1,000,000 0

会費 700,000 800,000 ▲ 100,000

寄付金 0 0 0

雑収入 0 0 0

繰越金 413,279 197 413,082

預金利息 5 10 ▲ 5

収入合計 2,113,284 1,800,207 313,077

収入の部

科 目 令和元年度当初予算 平成30年度当初予算 増 減

旅費交通費 700,000 700,000 0

会議会合費 300,000 300,000 0

通信運搬費 90,000 90,000 0

印刷製本費 50,000 50,000 0

事業費

100,000 50,000 50,000

600,000 410,000 190,000

50,000 50,000 0

事業費小計 750,000 510,000 240,000

消耗品費 100,000 90,000 10,000

学生支援 100,000 50,000 50,000

雑費 284 10,000 ▲ 9,716

予備費 23,000 207 22,793

支出合計 2,113,284 1,800,207 313,077

支出の部

令和元年度	立正大学郵政会事業計画書
（期間：平成31年４月１日～令和2年3月３1日）  　

平成30年度立正大学郵政会収支決算書
（期間：平成30年４月1日～平成31年3月31日）     　

科 目 平成30年度当初予算 決算額 増 減

構成団体助成費 1,000,000 1,000,000 0

会費 800,000 408,000 392,000

寄付金 0 0 0

雑収入 0 10,000 ▲ 10,000

繰越金 197 197 0

預金利息 10 1 9

収入合計 1,800,207 1,418,198 382,009

収入の部

科 目 平成30年度当初予算 決算額 増 減

旅費交通費 700,000 433,780 266,220

会議会合費 300,000 43,014 256,986

通信運搬費 90,000 36,508 53,492

印刷製本費 50,000 0 50,000

事業費

50,000 43,620 6,380

410,000 319,000 91,000

50,000 20,736 29,264

事業費小計 510,000 383,356 126,644

消耗品費 90,000 59,017 30,983

雑費 50,000 9,504 40,496

予備費 10,000 39740 ▲ 29,740

次年度繰越金 207 413279 ▲ 413,072

支出合計 1,800,207 1,418,198 382,009

支出の部

平成30年度	立正大学郵政会事業報告書
（期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日）  　

事 業 内 容

総会および
会議

６月26日　定期総会
5月19日～20日　全国郵便局長総会
4月、６月、9月、10月、11月　役員会議
6月26日　地方支部代表者会議
11月3日　創立60周年記念式典
11月3日　東北支部総会
その他　各地方支部総会

活性化および
交流促進

・会員相互の研鑚、交流、親睦、活動の支援
・各支部相互連携強化、各支部総会の開催
・講演、研修会の開催
・郵政グループ各社との情報交換
・在校生支援講義開設

大学への支援、
協力

・大学祭への参加、協力、助成
・ホームカミングデー協力、助成

校友会参加、
協力

・校友課、郵政会記念事業　打ち合わせ
・役員会、校友課打ち合わせ
・校友会10周年、郵政会60周年合同実施打ち合わせ

広報活動
・学園新聞、校友会報、同窓会報への記事提供
・郵政関係誌への記事掲載依頼、協力
・60周年記念誌発行、フレーム切手発行

事 業 内 容

総会および
会議

7月6日　定期総会
5月　全国郵便局長総会
4月、６月、9月、10月、11月　役員会議
7月6日　地方支部代表者会議
その他　各地方支部総会

活性化および
交流促進

・地方支部にける活発な会議の運営と活性化
・会員相互の研鑚、交流、親睦、活動の支援
・各支部相互連携強化、各支部総会の開催
・講演、研修会の開催
・郵政グループ各社との情報交換
・在校生支援講義開設

大学への支援、
協力

・大学祭への参加、協力、助成
・ホームカミングデー協力、助成

広報活動 ・学園新聞、校友会報、同窓会報への記事提供
・郵政関係誌への記事掲載依頼、協力
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I N F O R M A T I O N

発 行 者

発 行 人
編 集
電 話
U R L

立正大学校友会
〒141－8602 東京都品川区大崎4－2－16
吉川 洋
立正大学学長室校友課
03－3493－6673
ht tp://alumni . r issho.jp/

2019年度校友会費B
（卒業生・現元教職員等会費）のご案内

校友会会員情報について
　ご登録を頂いております、お名前・ご住所・
電話番号・勤務先等にご変更および訂正が
ございましたら、下記までご連絡下さい。

立正大学生涯メールのご案内

変更届の内容

お知らせください

お問い合せ・お届け先

◆卒業生の活動情報やクラブ・サークルOB／OG会開催、
卒業生のお店紹介等卒業生の活動に関する情報がござい
ましたら上記お問い合せまでご連絡ください。

立正大学学長室校友課
〒１４１－８６０２　東京都品川区大崎４－２－１６
☎ ０３（３４９３）６６７３　FAX：０３（３４９３）９０６８
Email：alu@ris.ac.jp

■専用用紙は立正大学校友会ホームページ
（http://alumni.rissho.jp/alumni/campus/alterati
on.html）からダウンロードできます。

◆氏名　　 ◆ご住所　　 ◆電話番号
◆メールアドレス　　　　   ◆勤務先または職業
◆校友会会員番号（校友会報・学園新聞宛名ラベルの番号）

　昨年度は校友会費B（3,000円）に約2,119件・6,367,000円
のご協力を賜りました。皆様のご協力に深く御礼申し上げます。
　ご協力頂きました会費は校友会奨学金、入学記念品、卒業記
念品、課外活動助成金等の在校生支援事業および卒業生交流会
費や会報等発送に関する校友会運営費に充当させて頂きます。
　2019年度の校友会費Bについて、下記表をご参照いただき、
本年度につきましても皆様からのご協力を宜しくどうぞお願い
申し上げます。

校友会費Bをお振込頂きました方のお名前につきまして、下記青
枠内において会報への氏名掲載を「許可する」または「許可しな
い」のご希望をお伺いしております。お手数ですがどちらか一方
に○をお付けの上、お振込くださいますようお願い申し上げます。

年会費

2019年4月1日～ 2020年3月31日

年会費のため、上記期間内に1回

会　　費

納入期間

納入回数

氏名掲載

■ 2019年度校友会費Bについて

　立正大学では、卒業生・修了生が、同窓生同
士の交流はもちろんのこと、本学との交流や情
報交換を図り、無償、永年利用のメールサービ
スをおこなってります。
　詳細につきましては校友会ホームページを
ご参照下さい。


